
 

 

4 12月4日 

（火） 

メカトロニクス 

（講義・実習） 

メカトロニクス(Mechatronics) は，機械工学，電子工

学，情報工学が融合したものである。メカトロニクス

システムの代表的な例としては，ロボット，情報家電

機器などが挙げられる。本講義では，メカトロニクス

システムの設計・製作法について概説する。 

大学院理工学研究科 

教授 綿貫 啓一 

応
用
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1月8日

（火） 

IoT/AIの基礎 

（講義・実習） 

IoT(Internet of Things：モノのインターネット)技術、

AI(Artificial Intelligence：人工知能)、特に機械学習や深

層学習について説明する。また、最近の人工知能の産

業応用事例について紹介する。実習については、 

Pythonを用いて深層学習のプログラミングの基礎を

体験する。 

大学院理工学研究科 

教授 綿貫 啓一 

6 
1月22日 

（火） 

AIの産業応用 

（講義・実習） 

Pythonを用いて深層学習のプログラミングの応用を

体験する。車いすのインターフェイス設計に深層学習

を適用した事例に、実習を行う。また、 Arduinoを利

用したフィジカル・コンピューティングに関する講義

と実習を行う。 

大学院理工学研究科 

教授 綿貫 啓一 

助教 楓 和憲 

実

践 

7 
1月29日 

（火） 

ロボット開発の 

応用技術・課題設定 

（グループ討論） 

ロボット関連の研究室・施設見学を見学し、先端ロボ

ティクスについて学ぶ。また、これからグループごと

に設計、製造するロボットについて課題設定を行う。 

大学院理工学研究科 

教授 綿貫 啓一 

助教 楓 和憲 

外部講師他 

8 
2月5日 

（火） 

ロボティクス製作 

総合実習１ 

(グループ討論・実習) 

グループごとにロボットの製作を行う。 

大学院理工学研究科 

教授 綿貫 啓一 

助教 楓 和憲 

外部講師他 

9 
2月19日 

（火） 

ロボティクス製作 

総合実習２ 

(グループ討論・実習) 

グループごとにロボットの製作を行う。 

大学院理工学研究科 

教授 綿貫 啓一 

助教 楓 和憲 

外部講師他 

10 
2月28日 

（木） 

課題成果発表・ 

総合討論 

グループごとに設計・製作したロボットについて、課

題の成果発表を行うとともに、総合討論を行う。 

大学院理工学研究科 

教授 綿貫 啓一 

助教 楓 和憲 

外部講師 
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